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低下した。主に市町村社会福祉センター(CCAS : centre communal d’action sociale)や非営利団体に
よってサービスが提供されている。第二に，ホームヘルプサービスの補足として休日や夜間な











































régional de santé)が策定されることになった。この計画は 3つの計画からなっており，第一に
「地域圏予防計画」(schéma régional de prévention)，第二に「地域圏治療組織化計画」(schéma
régional d’organisation des soins)であり，後者は入院医療と外来医療双方が含まれる。さらに，








川2012：23；Truchet 2013 : 56-7)。以前は社会医療施設は医療行政ではなく福祉行政に含まれて
いたのだが，地域圏医療庁創設に伴い同庁の管轄へと移された。同庁は地方に設置された国の
機関であって地方自治体の機関ではないから，こうした動きは地方分権の流れに逆行すること
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